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地域鉱物資源活用による生物膿廃水処理技術に関する研究

沖縄県工業試験場 ○宮城同子 ･比嘉三利 バ也間洋一郎 ･照屈輝一

沖縄県の河川の水質環境基準の達成状況は約48% (昭和60年度)で,都市地域をはじめとして.

望ましい水質環境に達 していをい河川が依然として数多く残 されている.そこで.県では,流域に

より排水量が1日5トン以上50トン未満の小規模工場排水も規制対象とする上乗せ排水基準を設定

し,水質環境の改善を図る方向にあり,小規模食品工場等の有機性廃水の早急な処理対策が緊要の
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課題となってきている.

本研究は,その対応技術の一環として,沖縄地域に多量に賦存し,安価で入手できる琉球石伏岩が

多孔質で微生物の付着生成に極めて有効と考えられるところに着目し,これを生物膜ろ材に活用し

た.小規模工場向きのより低廉で,省スペースの,効率的で,維持管理の簡便な生物膜廃水処理技

術の開発を目的として実施 したもので,その成果として次の結果が得られた.

1.県内に賦存する琉球石灰岩並びに造礁サンゴの9種類の試料について,その物理性および生

物付着試験を行い,それぞれの試料の特性を検討 した結果,読谷石灰岩(コーラル),牧港石灰岩(莱

石)等の琉球石灰岩および造礁サンゴ (樹枝状)が生物膜ろ材として有効な特性を有することが明

らかとなった.

2.読谷石灰岩 (コーラル),牧港石灰岩 (栗石)および造礁サンゴ (樹枝状)を生物膜ろ材とす

る人工廃水による美容横7.552小規模の回分式散水ろ床試験 を行い,それぞれのろ材での生物膜の

付着生成,水量負荷,BOD負荷 ,ろ床高 さと処理効率との関係等の諸特性 を検討 した結果;各ろ

材ともに高効率で,処理機能における諸特性に顕著な差異は無いことが明らかとなった.

3.三つのろ材の中で,ろ材としての生物膜の付着生成が良好で安定し,適正な強度を有し,ま

た,埋蔵量が多く安価で,比較的均一な形状で人手が可能な読谷石灰岩 (コーラル)をろ材として,

味噌 ･醤油工場の大豆煮汁廃水の工場実廃水を対象とする実容積 1502の中間規模の回分式散水ろ

床による実証処理試験 を行った結果,琉球石灰岩を生物膜ろ材として活用することで高い処理効率

を示す有効な生物膜廃水処理技術として実用的散水ろ床法の確立が可能であることが明らかになっ

た.
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